
スポーツ国際開発学共同専攻（修士課程）
Joint Master's Program in International Development and Peace through Sport

開発学原論、社会開発のための公共政策、
経済開発論など

スポーツ国際開発学課題演習、ＪSCセミナー、
JSCプロジェクト、国外大学セミナー、国際カ
ンファレンス・セミナー、スポーツ国際開発論
Ⅱ、経営マネジメント論、プロジェクトマネジメ
ント論、異文化交流・コミュニケーションなど

スポーツ国際開発論Ⅰ、オリンピックムーブ
メント論、スポーツマネジメント論、スポーツ・
文化・ 社会、ヘルスプロモーション論、上級
コーチ教育論、研究方法論、スポーツ国際
開発論Ⅱ、経営マネジメント論、プロジェクト
マネジメント論、セラピューティックレクリエー
ション概論、研究データ管理、分析法など
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学位に相応しい専門的能力を身につけるため、以下の専門科目を実施している。また、関連する分野の基礎的

素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資するよう、関連科目を設置している。今後は関連に加えて、研究群

共通科目、学術院共通専門基盤科目、大学院共通科目からも2単位を履修することを推奨することでさらなる汎用

的知識、能力を涵養する。

■講義科目（14 単位以上履修）

・基礎科目（スポーツ国際開発論Ⅰ、オリンピックムーブメント論、スポーツマネジメント論、スポーツ・文化・社会、ヘ

ルスプロモーション論、上級コーチ教育論、研究方法論など）において、獲得すべき能力の基盤となる知識を身に
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・ 指導体制は主指導教員1名、副指導教員2名（副指導教員のうち1名は本籍大学以外の教員）

・ 1年次において、各自の志望領域の課題演習を履修する。

・ 1年次後半から2年次にかけて、国外On the Job Practice （16週間）を実践。

・ 2年次において、課題研究を履修する。

・ 2年次において、中間発表会（10月）、論文（または特定課題レポート）テーマ提出（11月）、論文（または特定課題

レポート）提出（1月）、最終試験（1月）を実施する。

つける。平成31年度より、比較体育科教育論を加えてさらなる充実を図る予定である。

・応用科目（スポーツ国際開発論Ⅱ、経営マネジメント論、プロジェクトマネジメント論など）において、グローバルな

俯瞰力と実践現場で発揮できるリーダーシップ能力、スポーツ・体育・健康に関する実践力、そして国際貢献のた

めのコミュニケーション能力とマネジメント能力を身につける。

・関連科目（開発学原論、社会開発のための公共政策、社会開発論、経済開発論など）において、国際情勢と政策

及び地球規模課題に対する知識と分析力を身につける。

■演習科目（10～12 単位履修）

・学内科目（課題演習）では、スポーツを通じた開発と平和、スポーツを通じた教育・青少年育成、スポーツとジェンダ

ー・人種・民族、健康と環境、アダプテッドスポーツ・高齢者の5領域を各自の研究テーマに合わせて選択し、獲得

すべき能力についての専門的な知識とともに、グローバルな俯瞰力と実践現場で発揮できるリーダーシップ能力を身

につける。

・学外科目（ JSCセミナー、JSCプロジェクト、国外大学セミナー、国際カンファレンス・セミナーなど）では、グローバ

ルな俯瞰力と実践現場で発揮できるリーダーシップ能力を身につける。

■実践科目（6～8 単位履修）

・国内OJP （4週間）と国外OJP （16週間）により、獲得すべき能力の実践現場での知識と実践力を身につける。

■キャリアパス形成

本専攻は、筑波大学・鹿屋体育大学の両大学の特徴を活かし、かつJSCとの協働によって、講義・演習・実践と

が橋渡しされ、キャリアパス形成に直結するような教育課程編成と実施がなされている。JSCが展開している事業に

学生が参加する「JSCセミナー」 「JSCプロジェクト」のほか、国内OJP （4週間）を実践する機関のひとつにJSCが位

置づいており、国外OJP （16週間）実施の際にもJSCの情報やネットワークを活用している。国外OJPは、学生のキ

ャリアパス形成にとって重要であり、協定締結機関である国際協力機構（JICA）の長期ボランティア制度を利用できる

ほか、国外のNGO、IF、NF、大学等と連携を取って実施している。
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